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２ 報告
（３）第４回資源化検討会での質疑事項
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町田市の生ごみリサイクルについて

町田市では、業務用生ごみ処理機を
使って、家庭から排出される生ごみの
減量化、資源化を推進しています。

町内会、自治会、団地アパートなど、
10世帯上で構成される団体に、市が業
務用生ごみ処理機を貸与し、その団体
が業務用生ごみ処理機を利用して、家
庭から排出される生ごみの堆肥化を行
い、できた堆肥を地域で使うよう努め
ています。

業務用生ごみ処理機を借りる団体は、
市が無償で借りられる設置場所を確保
し、市は、業務用生ごみ処理機の設置
費用、電気料、メンテナンス費用等を
負担しています。
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仙台市の生ごみリサイクルについて

電気式生ごみ処理機で処理された乾燥生ごみを野菜やごみ減量・
リサイクルグッズと交換する制度。
野菜と交換する場合は、乾燥生ごみ１ｋｇにつき１００円相当の
新鮮野菜と、リサイクルグッズと交換する場合は、乾燥生ごみ１kg
につき、スタンプ１個がスタンプカードに押印される。

（１）乾燥生ごみと野菜等の交換制度

（２）対象となる乾燥生ごみ

・乾燥型電動生ごみ処理機で処理したもの
・家庭から出た生ごみを処理したもの
・異物、腐敗のないもの

（３）回収場所

市内２１か所（各区野菜市、各環境事業所、市内１０ヵ所の市民
センター、仙台市リサイクル推進課）
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２ 報告
（４）生ごみ、剪定枝の

リサイクルに関する意見・提案
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生ごみのリサイクルに関する意見・提案（１）

公園など、地域に生ごみ処理機器などを設置し、生ごみの堆肥

化に関心がある人が生ごみを持っていけるようにする

行政が生ごみの堆肥化に関する情報提供を行う

生ごみのリサイクルにあたっては、臭いの防止のため、一度茹

でてから排出することが必要

生ごみのリサイクルによる経済効果や環境負荷の低減などを

住民へ分かりやすく説明することが重要

事例から堆肥化施設は、費用対効果や継続性に課題がある

生ごみリサイクルに住民や食品関連事業者が一緒に取り組む

ことで、堆肥の活用の面で、農家の理解と協力が得られる
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生ごみのリサイクルに関する意見・提案（２）

まず、食品関連事業者が食品リサイクル法を徹底し、その後、

家庭系の生ごみの堆肥化に取り組んでいく

生ごみのリサイクルにあたっては、住民意識の醸成、農業関係

者との連携、最小限のコストで行うことが重要

生ごみの堆肥化にあたっては、その安全性を確保するために、

検査体制を整備することが必要
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剪定枝のリサイクルに関する意見・提案

剪定枝は、チップ化し、森の中の遊歩道に撒く

剪定枝は、①地域単位での堆肥化、②チップ化（雑草防止剤、

マルチング材）、③樹下での自然処理と段階的に実行し、少なく

していくことが必要

剪定枝のリサイクルにあたっては、農業従事者などと協力して

いくこと
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２ 報告
（５）生ごみ、剪定枝のリサイクルに関する

アンケート調査（速報）
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調査概要
１ 調査目的

２ 調査方法

３ 回収結果

①生ごみ、剪定枝のリサイクルに対する住民意識の把握

②生ごみ、剪定枝のリサイクルの手法を検討するうえでの参考

〈調査地域〉 小田原市、箱根町、真鶴町、湯河原町

〈調査対象〉 ２０歳以上の男女

〈対象者数〉 3,000人
〈抽出方法〉 住民基本台帳から無作為抽出

〈調査方法〉 郵送調査方式（郵送による配布、回収）

〈調査期間〉 平成２１年１０月９日～平成２１年１１月６日

〈郵送数〉 3,000 〈非該当数〉 21
〈回収数〉 1,174 〈無効票数〉 1
〈有効回収数〉 1,173 〈有効回収率〉 39.4％
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調査結果（回答者）

【年代 】 【 性別 】

n=1,173

２０歳代  82
(7.0%)

３０歳代
144 (12.3%)

４０歳代
178 (15.2%)

５０歳代
216 (18.4%)

６０歳代
291 (24.8%)

無回答 10
(0.9%)

７０歳以上
252 (21.5%)

n=1,173

男  420
(35.8%)

女  736
(62.7%)

無回答  17
(1.4%)
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調査結果（回答者）

【世帯数 】 【 職業 】

n=1,173

無回答 13
(1.1%)

６人以上
74 (6.3%)

５人  111
(9.5%)

４人  228
(19.4%)

３人  312
(26.6%)

２人  346
(29.5%)

１人  89
(7.6%)

n=1,173

会社員
257 (21.9%)

自営業  99
(8.4%)

公務員  35
(3.0%)

学生  23
(2.0%)主婦  470

(40.1%)

その他
265 (22.6%)

無回答 24
(2.0%)
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調査結果（回答者）

【住居形態 】 【 居住年数 】

n=1,173

その他  21
(1.8%)店舗

兼用住宅
24 (2.0%)

集合住宅
 213
(18.2%)

一戸建
906 (77.2%)

無回答  9
(0.8%)

n=1,173

無回答  11
(0.9%) １～５年

未満
154 (13.1%)

１年未満
35 (3.0%)

５年以上
973 (82.9%)
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調査結果（生ごみ）

Ｑ１．現在、ご家庭の生ごみをどのように処理、もしくはリサイクルされています
か。（いくつでも）

19（1.6％）

1（0.1％）

318（27.1％）

924（78.8％）

117（10.0％）

92（7.8％）

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1,000

そのまま可燃ごみとして出す

水切り等を行い、可燃ごみとして出す

そのまま畑や庭に埋める

家庭用の生ごみ処理機器を使用しての堆肥化

その他

無回答

n=1,173    　　 件（人）
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調査結果（生ごみ）

Ｑ２．生ごみの処理やリサイクルに取り組むにあたって、大切だと思うことは何
ですか。（いくつでも）

30（2.6％）

625（53.3％）

771（65.7％）

1,005（85.7％）

4（0.3％）

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1,000 1,100

環境にやさしいこと

費用がかからないこと

手間がかからないこと

その他

無回答

n=1,173     件（人）
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調査結果（生ごみ）

Ｑ３．生ごみの処理やリサイクルに効果的と思う取り組みは何ですか。

（１つだけ）

n=1,173

生ごみを出さない工夫や
水切りを行う（焼却処理）
584 （49.8%）

無回答　35 (3.0%)

家庭単位でのリサイクル
（家庭用生ごみ処理機器）

 148 (12.6%)

地域単位でのリサイクル
（業務用生ごみ処理機器）

181 (15.4%)

全地域でのリサイクル

（たい肥化、メタン発酵施設）

198 (16.9%)

わからない  21 (1.8%)

その他  6 (0.5%)
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調査結果（生ごみ）

Ｑ４．家庭用生ごみ処理機器を使用して、生ごみから堆肥を作るリサイクルに
ついて大切だと思うことは何ですか。（いくつでも）

220（18.8％）

556（47.4％）

631（53.8％）

789（67.3％）

28（2.4％）

77（6.6％）

0 100 200 300 400 500 600 700 800

できたたい肥が有効に利用できる

臭いなどが発生しない

家庭用生ごみ処理機器の購入補助などの拡充

家庭用生ごみ処理機器の普及啓発

その他

無回答

n=1,173     件（人）
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調査結果（生ごみ）

Ｑ５．地域で業務用生ごみ処理機を使用して、生ごみから堆肥をつくるリサイク
ルについて、あなたの考えに近いものは何ですか。（１つだけ）

n=1,173

わからない 68 (5.8%)

その他  23 (2.0%)
無回答  54 (4.6%)

行わないほうがよい
108 (9.2%)

生ごみのリサイクルに関
心のある人が農家などと
連携して行うほうがよい
298 (25.4%)

多くの地域で取り組んだ
ほうがよい
394 (33.6%)

たい肥が有効に利用でき
る地域で行うほうがよい
228 (19.4%)
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調査結果（生ごみ）

Ｑ６．地域で業務用生ごみ処理機を使用して、生ごみから堆肥をつくるリサイク
ルを行った場合、当番などに協力できますか。（１つだけ）

n=1,173
無回答 36 (3.1%)

その他  42 (3.6%)

わからない 107 (9.1%)

協力する
124 (10.6%)

できるだけ協力する
425 (36.2%)

協力したいが、時間等の
関係から難しい
345 (29.4%)

協力したくない 94 (8.0%)
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調査結果（生ごみ）

Ｑ７．生ごみを分別収集することになった場合、生ごみの分別にはどの程度協
力していただけますか。（１つだけ）

n=1,173

わからない  65 (5.5%)

その他  18 (1.5%)

協力したくない  67 (5.7%)

無回答  44 (3.8%)

収集方法によっては協力
する  751 (64.0%)

どのような収集方法でも
協力する  228 (19.4%)
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調査結果（生ごみ）

Ｑ８．生ごみの分別を行った場合、生ごみの収集は何回必要だと思いますか。
（１つだけ）

n=1,173
無回答  40 (3.4%)

その他  36 (3.1%)

週２回  624 (53.2%)

週１回  65 (5.5%)

週３回以上  408 (34.8%)
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調査結果（生ごみ）

Ｑ９．生ごみの資源化についてのご意見等がありましたら、ご自由にお書きくだ
さい（１つだけ）

（資料２参照）
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調査結果（剪定枝）

Ｑ10．剪定枝のリサイクルに取り組むにあたって、大切だと思うことはなんです
か。（いくつでも）

20（1.7％）

567（48.3％）

700（59.7％）

812（69.2％）

61（5.2％）

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

環境にやさしいこと

費用がかからないこと

手間がかからないこと

その他

無回答

n=1,173     件（人）



小田原市・足柄下地区資源化検討会 第５回（H22.1.20）

24

調査結果（剪定枝）

Ｑ11．剪定枝の処理やリサイクルについて、あなたの考えに近いものは何です
か。（１つだけ）

n=1,173

その他  13 (1.1%)

無回答  52 (4.4%)

わからない  88  (7.5%)

公園や街路樹の剪定枝を
リサイクル  428 （36.5%）

可燃ごみとして焼却処理
206  (17.6%)

家庭でのリサイクル
（剪定枝ﾁｯﾌﾟ機等）
159 (13.6%)

全地域でのリサイクル
（堆肥化施設等）
 227  (19.4%)
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調査結果（剪定枝）

Ｑ12．剪定枝を分別収集することになった場合、剪定枝の分別にはどの程度
協力していただけますか。（１つだけ）

n=1,173

その他,  23 (2.0%)

無回答  44 (3.8%)

わからない  120 (10.2%)

協力したくない
 58 (4.9%)

収集方法によっては協力
する  721 (61.5%)

どのような収集方法でも
協力する  207 (17.6%)
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調査結果（剪定枝）

Ｑ13．剪定枝の分別を行った場合、剪定枝の収集は何回必要だと思いますか。
（１つだけ）

n=1,173

無回答  48 (4.1%)

その他 112 (9.5%)

週２回以上  89 (7.6%)

週１回  545 (46.5%)

申し込み制
 379  (32.3%)
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調査結果（剪定枝）

Ｑ14．剪定枝の資源化についてのご意見等がありましたら、ご自由にお書きく
ださい（１つだけ）

（資料３参照）
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調査結果（参考）

Ｑ15．ごみ処理広域化についてどのようにお考えですか。
（１つだけ）

n=1,173
その他  9 (0.8%)

無回答  43 (3.7%)まったく理解できない
12 (1.0%)

よく理解できる
243  (20.7%)あまり理解できない

 98 (8.4%)

ある程度理解できる
 768 (65.5%)
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調査結果（参考）

Ｑ16．ごみ処理広域化について、ご意見等がありましたら、ご自由にお書きくだ
さい（１つだけ）

（資料４参照）
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３ 議題
（１）生ごみのリサイクル手法の検討
（２）剪定枝のリサイクル手法の検討
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資源化検討会の目的（第１回資料から）

現在のごみ処理に求められているものは・・・

天然資源の節減

地球温暖化の防止

環境保全対策

リサイクルの推進

ごみ処理経費の縮減

ごみ焼却量、最終処分量の削減
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資源化検討会の目的（第１回資料から）

ごみ焼却量、最終処分量の削減には・・・

ごみ処理広域化協議会会長へ報告

可燃ごみの約半分を占めているといわれる
生ごみ、剪定枝のリサイクルが課題

広域ごみ処理に適した生ごみ、剪定枝の
リサイクル手法について調査検討を行う
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検討にあたってのケース分類

ケースＦ

ケースＥ

ケースＤ

ケースＣ

ケースＢ

・全地域を対象として剪定枝を分別収集

・堆肥化施設での剪定枝の堆肥化

大きな地域での

チップ化と堆肥化

・剪定枝の分別収集はしない（可燃ごみとして収集）

・家庭、地域単位での剪定枝のチップ化、堆肥化を推進

（剪定枝チップ機、公園などに堆肥場等を設置）

・全地域を対象として生ごみを分別収集

・バイオガス化施設での生ごみのバイオガス化

・全地域を対象として生ごみを分別収集

・堆肥化施設での生ごみの堆肥化

・生ごみの分別収集はしない（可燃ごみとして収集）

・家庭、地域単位での生ごみの堆肥化を推進
（家庭用生ごみ処理機器、業務用生ごみ処理機）

・現在のまま

概 要

小さな地域での

チップ化と堆肥化剪
定
枝

大きな地域での
バイオガス化

大きな地域での堆肥化

小さな地域での堆肥化
（家庭、事業所、地域）

生
ご
み

ケースＡ

ケース

焼却処理

範囲と手法

表 検討にあたってのケース分類
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各ケースの特徴（ケースＡ～Ｄ）

ケースＤ

ケースＣ

ケースＢ

・分別の協力率は約５０％

・生ごみのリサイクル量は多い

・温室効果ガスの総排出量が最も少ない（ケースＢ～Ｄのうち）

・生成されたバイオガスの利用が容易

・堆肥化ほど高い分別精度が求められない

・分別の協力率は約５０％

・生ごみのリサイクル量は多い

・生成された堆肥の利用先の確保が課題

・生ごみの高い分別精度が必要

・生ごみを発生・排出させない意識づけ

・生ごみのリサイクル量は少ない

・費用が最も少ない（ケースＢ～Ｄのうち）

・取り組みの普及、持続性に課題

―

特 徴

大きな地域での
バイオガス化

大きな地域での堆肥化

小さな地域での堆肥化
（家庭、事業所、地域）

生
ご
み

ケースＡ

ケース

焼却処理

範囲と手法

各ケースの特徴（ケースＡ～Ｄ）
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各ケースの特徴（ケースＥ、Ｆ）

ケースＦ

ケースＥ

・分別の協力率は約８０％

・剪定枝のリサイクル量は多い

・生成された堆肥の利用先の確保が課題

・剪定枝の高い分別精度が必要

・剪定枝を発生・排出させない意識づけ

・剪定枝のリサイクル量は少ない

・費用が少ない（ケースＥ、Ｆのうち）

・取り組みの普及、持続性に課題

特 徴

大きな地域での

チップ化と堆肥化

小さな地域での

チップ化と堆肥化

剪
定
枝

ケース 範囲と手法

各ケースの特徴（ケースＥ、Ｆ）
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４ その他
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今後の予定

第６回

第７回

第８回

回数 検討内容

生ごみ、剪定枝のリサイクル手法の協議・検討

報告書（案）の協議・検討

報告書の承認
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次回（第６回）の日程

●会場 湯河原町（予定）

●日程 ① ２月１５日（月） 午後２時～４時

② ２月１６日（火） 〃

③ ２月１７日（水） 〃


